
「キャリア・パスポート」を活用した授業例 年度始め
（1） 中学校　特別活動
（2） 1学年　学級活動（３）「一人一人のキャリア形成と自己実現」
ア 社会生活、職業生活との接続を踏まえた主体的な学習態度の形成と学校図書館等の活用
（3） 題材『先輩からのメッセージを読み、自分の考えをまとめよう』
（4） 事前の指導（活動）
▶「○○中学校のみなさんへ」を確認しておく。
▶（多様な価値観がある）異なる個性の集まった集団でも、自分も相手も居心地よい環境がつくれることを説明する。
（5） 本時の学習過程
	
	生徒の活動
	指導の留意事項

	導入
	▶『先輩からのメッセージを読み、自分の考えをまとめよう』について確認
▶これから行う活動の流れについて指示

	

	展開
	▶個人で「○○中学校へ入学して」（ワークシート）を記入する。
▶中学校２年生からのメッセージ（「○○中学校へようこそ！○○中学校はこんなところ」）をグループ内で回覧する。
▶自分が「このメッセージが良いな、共感するなと感じたもの」をグループ内で話し合う。
▶「なぜ、そのメッセージが良いと感じたか」をグループ内で相互に質問をする。
▶中学校２年生からからのメッセージや、クラスメイトとのグループ協議を通じて感じたことや考えたことなどをワークシートにまとめる。
	▶生徒が現在の気持ち（期待や不安）を素直に表現できるよう、クラスの雰囲気等に配慮する。
▶時間内でグループを組み直すなど、クラス内のできるだけ多くの生徒の発表を聞く事ができるよう工夫
▶他者の意見を否定せず、傾聴の態度を促す。
▶自己理解や他者理解、新たな人間関係の構築につなげる。

	終末
	▶「中学生のみなさんへ」や「○○中学校のみなさんへ」を読み、中学校においてさらに伸ばしたい力を意思決定すると共に、中学校で引き続き「キャリア・パスポート」を作成することの意義を再認識する。

	▶中学校において、学習面や生活面においての目標、家庭や地域での目標、その他資格取得等、具体的に取り組みたいことを考えさせる。



（6） 事後の指導（活動）
▶このあと、中学校１年生学年初めの「キャリア・パスポート」の作成時間を設定する。
▶「○○中学校へ入学して」は学年末に記入する「1年間を振り返り新入生へメッセージを書こう」
時に、生徒に返却する。
▶「○○中学校へ入学して」や作成したワークシートは担任との面談などにも活用する。
（７）４月中での実施を想定している。
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